
感染症を中心とした健康危機への備え

市町村と保健所が一緒に取組む

保健師の健康危機管理保健活動と人材育成

第１３回日本公衆衛生看護学会学術集会 ワーク
ショップ
３－１

【日時】▶▶▶1月４日(土) 12:40～１４：００
【会場】▶▶▶第3会場 （ウインクあいち ５階小ホール２）

●趣旨●
次なる健康危機に備え、保健師が獲得すべき技術やそのための人材育成の必要性が保健活動に

携わる各種団体から報告されています。しかし、保健師の技術獲得の各段階（新任期、中堅期、管理
期、統括）において、どのような研修を行うことが有効なのかについては、未だ研究段階です。

当ワークショップでは、コロナ禍における市町村保健師の葛藤についての研究報告、県型保健所
と市町村との人事交流研修や健康危機管理研修等による感染症健康危機管理を担う保健師の人材
育成の実践報告を行います。

また、保健師関連団体が整理した基礎教育から統括保健師までの感染症健康危機管理で必要と
される保健師の技術項目と、評価指標作成に向けた今後の方針を紹介し、各段階での技術獲得に有
効な人材育成の機会や評価について、参加者の皆様方と一緒に検討する機会としたいと思います。

●内容●
【研究報告・実践報告】
〇新型コロナウイルス禍において市町村保健師が行った保健活動の実態と葛藤

東京都多摩市健康福祉部障害福祉課発達支援室 相良裕美氏
〇県型保健所と管内市との人事交流研修の実践報告
①東京都府中市における健康危機管理を担う保健師の人材育成

府中市健康推進課 梶田斉邦氏
成人保健係長・統括保健師補佐 齊藤裕美氏

派遣研修生 古谷ひかる氏
②人事交流開始に向けた県型保健所の取り組み

東京都多摩府中保健所 河西あかね氏
〇県型保健所における市町村保健師を含めた健康危機管理研修の取組

埼玉県朝霞保健所 佐野裕美子氏

【委員会からの提案】
感染症健康危機管理における保健師の技術獲得の評価指標の作成に向けて

東京医科大学医学部看護学科 教授 鈴木良美氏

【意見交換】市町村と保健所保健師の感染症健康危機管理における人材育成の推進に向けて

災害・健康危機管理委員会 主催



～タイムスケジュールと内容～

●進行・趣旨説明 12:４０～12:45

●研究報告・実践報告 12:45～13:20
□新型コロナウイルス禍において市町村保健師が行った保健活動の実態と葛藤

東京都多摩市健康福祉部障害福祉課発達支援室 相良 裕美 氏

□県型保健所と管内市との人事交流研修の実践報告
①東京都府中市における健康危機管理を担う保健師の人材育成

府中市健康推進課 梶田 斉邦 氏
成人保健係長・統括保健師補佐 齊藤 裕美 氏

派遣研修生 古谷 ひかる 氏
②人事交流開始に向けた県型保健所の取り組み

東京都多摩府中保健所 河西 あかね 氏
③県型保健所における市町村保健師を含めた健康危機管理研修の取組

埼玉県朝霞保健所 佐野 裕美子 氏

●委員会からの提案 13:20～13:25
「感染症健康危機管理における保健師の技術獲得の評価指標作成に向けて」

東京医科大学医学部看護学科 教授 鈴木 良美 氏

●意見交換（ＧＷ） 13:25～13:5５

テーマ 「市町村と保健所保健師の感染症健康危機管理における
人材育成の推進に向けて」

＊参加者それぞれの立場での取組、行政機関同士の連携、教育機関等との連携、
平時の保健活動の中での各段階の技術獲得の工夫、技術獲得の評価等について
認識を深め、今後の活動にいかす機会としたいと思います。

●まとめ 13:5５～14:0０

【災害・健康危機管理委員会メンバー】
河西 あかね（東京都多摩府中保健所） ・ 和泉 京子（武庫川女子大学）
相良 裕美（多摩市障害福祉課発達支援室） ・ 鈴木 良美（東京医科大学）
相馬 幸恵（新潟県感染症対策・薬務課) ・ 深津 恵美（北海道江別保健所）
室山 孝子（横浜市保土ケ谷区福祉保健センター） ・ 山口 拓允(東京医科大学）
山下 留理子（徳島大学） ・ 山本 茂美(滋賀県草津保健所）
山本 裕美（日野市高齢福祉課）
【オブザーバー】
松本 珠実（日本看護協会）


